
 ◎無農薬・無肥料で栽培していただけます

 ◎耐寒性に優れ、痩せ地で日当たりと風通しのよい場所でよく育つ。畑は２mほど、プランターでは１mほど成長します

 ◎屋外の畑は基本水やり不要、プランターは土が乾いたら水やりをします
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【企画・実施】 第４次守山区地域福祉活動計画 しごとづくりプロジェクト

【問合先】社会福祉法人名古屋市守山区社会福祉協議会  TEL 052-758-2011

ライ麦の栽培方法

2022年10月

発芽 分げつ期 出穂期 成熟期

➊ 種まき

・土を耕し、簡単に畝を作ります。畝の中央に２～３㎝程の溝を作ります

・作った溝に、ライ麦の種を１粒づつ、１０～２５センチ間隔で点まきします

・種に土をかぶせ、手のひらで軽く押さえ、種と土を密着させます（種が見えると、鳥に食べられることがあります）

・発芽するまでは土が乾かないように水やりをするよう心掛けてください（数日経つと、芽がでてきます）

➋➌麦踏み

・葉が５～６枚出た頃、最初の麦踏みをします

・茎の根本に土を被せて、土寄せをします

・その後は、１カ月に１～２回麦踏みをします

・上から麦全体をしっかり踏みます
踏んでつぶれてしまっても、麦の治癒能力で

４～５日後に起き上がってきます

➍収穫・天日干し

・ライ麦の実が固くなってきたら収穫の合図です

晴れた日に、ライ麦が乾燥した状態で収穫します

・手作業での刈り取りには鎌を使います

ライ麦の束を手でつかみ、根本から刈り取ります

・束にして結んだ麦を、屋根のあることろに干して

一週間ほど乾燥させます

１カ月に１～２回麦踏みします

ストローに使用するため無農薬

で栽培していただきます










